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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 イラク北部における小学校の教育環境の改善 

（２）事業内容 

 

・事業実施最終調整会議 5 月 26 日―6月 8日 

  5 月 24 日の事業承認後、入札準備の最終調整のため、ドホーク

州およびアルビル州教育局担当者及び同局エンジニアとの最終

調整会議を行った（以下）： 

-5 月 26 日：支援対象校 7校校長に事業開始について通知。 

-5 月 27 日：現地事業責任者が、アルビル州教育局を訪問し、

事業開始について報告。 

-5 月 28 日：現地事業責任者が、ドホーク州教育局を訪問し、

事業開始について報告。 

-5 月 26 日－6月 8日：事業対象地再訪問。現地教育局エンジ

ニアとの最終打ち合わせをし、事業対象校の工

事計画に変更がないことを確認。 

・入札期間 6月 9 日―6月 26 日 

  業者組合に所属している業者の中から、アクレ郡では 5業者、

アルビル郡とザホ郡では 3業者をランダムに抽出し、PWJ アル

ビル事務所にて入札書類の配布および入札を実施した。開封は、

入札委員会(アクレ郡4校とザホ郡1校については管轄のドホー

ク州教育局エンジニア、ハバット郡 2校については管轄のアル

ビル州教育エンジニア、そして、PWJ エンジニア、PWJ スタッフ)

が実施し、提出された金額の確認と今後の予定を発表して解散

した。 

・入札結果分析 6 月 27 日―6月 29 日 

  提出された見積の精査と、業者の経験を確認した。東京事務所

への報告と承認後、一番低い価格を提示した業者が落札した。 

・入札結果発表 7 月 5日 

・業者との契約 7 月 8日 

・業者への事業地引渡  

        ザホ郡 1校：7月 15 日 

       アクレ郡 4校：7月 17 日 

       ハバット郡 2校：8月 5日 

・工事開始日 業者への事業地引渡日と同じ 

・工事進捗 次項「（３）達成された効果」参照。 
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（３）達成された効果 

   

 

【工事進捗】[以下の%であるが、アクレ郡 4校については 11 月 14

日現在の工事達成率。ハバット郡 2校とザホ郡 1校については 11

月 16 日現在の工事達成率。] 

(a) アクレ郡ギルダセン地区ジェリーダ村小学校 建設工事:  

42%- 基礎・打設・組積工事まで完了。 

(b) アクレ郡ギルダセン地区ケラセピ村小学校 建設工事:  

32%- 基礎・組積工事完了。打設工事の内、基礎と 

タイビーム工事完了。 

※ 現在、クルド自治区は建設ラッシュであり、技術労働者（skilled 

labor）の需要が非常に高くなっている。本事業のアクレ郡 4校の中でも

ケラセピ村へのアクセスが特に悪いため、技術労働者がなかなか集まら

ない時期があったため、アクレ郡の他の 3校より工事達成率が低くなっ

ている。 

(c) アクレ郡ギルダセン地区デリンシェック村小学校 建設工事:  

52%- 基礎・打設・組積工事完了。外壁のコンク 

リート塗装作業開始。窓枠設置完了。下水管設置完了  

（計画よりやや進んでいる。） 

(d) アクレ郡ビジル地区マンダランゼリ村小学校 建設工事: 

42%- 基礎・打設・組積工事まで完了。 

(e) ハバット郡ダランシャクラン地区ジェルガザウィ村小学校   

増築修復工事： 

増築工事 39%- 1 階部分は基礎・打設・組積工事まで完了。  

2 階の組積・柱打設工事開始。 

修復工事 98%- 修復工事完了(予定より数週間早く工事完了。 

今後現地教育局へ引渡し予定。) 

(f) ハバット郡ダランシャクラン地区カラワン村小学校 増築工

事：65%- 基礎・打設・組積工事完了。 仕上げ工事や窓・ドア        

取り付け工事開始。 

(g) ザホ郡ダルカルアジャム村小学校 修復工事： 

99%-修復工事完了(予定より 3週間ほど早く工事が完了。今後現

地教育局へ引渡し予定。) 

（４）今後の見通し ジェルガザウィ村小学校とダルカルアジャム村小学校は既存校舎の

修復工事が完了したため、近いうちに各州の現地教育局から派遣さ

れる引渡し委員会メンバーによる現地での確認作業を経て、現地教

育局へ引き渡される予定。その後、それぞれの小学校の既存校舎で

の学習が再開される予定である。アクレ郡 4校の建設工事、ジェル

ガザウィ村小学校の増築工事、カラワン村小学校の増築工事につい

ては、アクレ郡１校（ケラセピ村小学校）を除き、今後も引き続き、

計画どおり実施できる見込みである。ケラセピ村小学校は、上述の

理由により約１ヶ月の遅れがあったが、不測の事態を考慮して工期

には余裕を持たせていることもあり、また、今後挽回できる程度の

遅れであるため、最終的には計画どおり建設工事が完了できる見込

みであるが、引き続き進捗管理をしながら注視していく。 


